
※営業時間などデータは変更される場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の状況次第では、営業時間の短縮や変更、臨時休業、イベント中止などの場合があります。詳細は各施設にお問い合わせください。

栃木市の魅力を発信する「まちの駅」。店内で毎朝
焼き上げるパンや、地元の農産物や農産加工品、
小江戸ブランド商品などを販売している。店内には
イートインスペースやラジオブースもある。

550 年以上の歴史を持つ旧家である岡田家の屋敷を
公開した施設。約 4,000 坪にも及ぶ広大な敷地では、
江戸時代から近代にかけての建築や庭園、岡田家伝
来の宝物を鑑賞することができる。

岡田記念館

START GOAL

DATA 時間：9：00～18：00／休：火曜、年末年始／
電話：0282-25-7411

栃木市アンテナショップ
まちの駅コエド市場

蔵の街遊覧船では、船頭が巴波川沿いを
30分ほど案内してくれる。

栃木県南部を流れ、市の街中を走る
川。元和 3（1617）年に、徳川家康
の霊

れい

柩
きゅう

を久能山から日光山へ改葬した
際、御用荷物などを栃木河岸に陸揚
げしたことから舟運が発達し、関東と
南東北の流通を結ぶ結節点として、栃
木の問屋業、製造業の発展を支えた。

巴波川
1

明治時代の豪商である
横山家の貴重な史料など
を展示した資料館。横山
家は店舗の右半分で麻
問屋、左半分で銀行を営
んでおり、その建物には、
当時をしのばせる帳場な
どが再現されている。

横山郷土館
2
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岡田記念館
3

横山郷土館

2 とちぎ山車会館
4

栃木市アンテナショップ
まちの駅コエド市場
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巴波川

DATA 時間：9：00 ～17：00※入館は30 分前
まで／休：1・2・3・7・8・12月の月曜（祝日の場
合は翌日）、年末年始、展示替えによる臨時休館あ
り／電話：0282-25-3100

2 年に１度開催される「とちぎ秋まつり」の
興奮がいつでも楽しめる施設。デジタル技
術を駆使した演出と実物の山車 3台で祭り
を再現している。

とちぎ山車会館
4

walking 
map
約5.2km
78分

DATA 時間：9：00～17：00
※入館は30分前まで／休：月曜
（祝日の場合は翌日）、年末年始
／電話：0282-22-0159

DATA 時間：9：00 ～17：00※入館は 30 分前まで／休：
月～木曜（祝日は開館）、年末年始／電話：0282-22-0001

横山郷土館離れ
は、外観は洋風、
内部は和風が基
調の和洋折衷の
建築。

敷地内に保存
されている栃木
最古の理髪店
「市村理髪館」。

栃木市マスコット
キャラクター「と
ち介」のグッズも
充実している。

新栃木駅

JR両毛線

県道栃木粕尾線

東
武
日
光
線

栃木駅
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栃
木
駅
北
口
を
出
て
、
左
前
方
の
大

通
り
を
３
０
０
ｍ
ほ
ど
進
む
と
「
巴う

ず
ま波

川が
わ

」
沿
い
に
整
備
さ
れ
た
「
蔵
の
街
遊

歩
道
」
の
案
内
板
が
見
え
て
く
る
。
そ

こ
が
蔵
の
街
散
策
の
出
発
地
点
だ
。

小
江
戸
と
呼
ば
れ
る
歴
史
あ
る
景
観

の
中
を
流
れ
る
巴
波
川
は
、
江
戸
時
代

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
舟
運
に
よ
り

〝
北
関
東
の
商
都
〞
と
し
て
栃
木
市
の

発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
市

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
市
民
と
の
関

わ
り
も
深
く
、
毎
年
３
月
中
旬
か
ら
５

月
中
旬
に
か
け
て
は
、
巴
波
川
に
約

１
０
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
約
６
０
０

ｍ
に
わ
た
っ
て
つ
る
さ
れ
る
。
色
と
り

ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
が
風
に
乗
っ
て
泳
ぐ

姿
は
、
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
栃
木
市
に
は
、
江
戸
時
代
に

江
戸
と
の
交
易
で
栄
え
た
豪
商
た
ち
の

立
派
な
邸
宅
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、

一
般
開
放
に
よ
っ
て
、
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
今
に
伝
え
て
い
る
。「
横
山
郷

土
館
」
と
「
岡
田
記
念
館
」
も
そ
の
一

つ
だ
。
横
山
家
は
、
麻
問
屋
と
し
て
富

を
成
し
、
個
人
で
銀
行
を
営
む
ほ
ど
の

成
功
を
収
め
て
い
た
と
い
う
。
岡
田
家

は
、
江
戸
時
代
に
未
開
地
を
開
墾
し
て

村
民
に
生
活
の
基
礎
づ
く
り
を
指
導

し
、
安
定
し
た
村
落
づ
く
り
に
貢
献
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

県
道
栃
木
粕
尾
線
ま
で
出
た
ら
折
り

返
し
て
、
栃
木
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
あ
る
蔵
の
街
大
通
り
を
歩
い
て
行

く
。
す
る
と
、
風
情
あ
る
街
並
み
の
中

で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
モ
ダ
ン
な
建
物

「
と
ち
ぎ
山
車
会
館
」
が
見
え
て
く
る
。

縦
長
の
蔵
の
よ
う
な
入
り
口
は
、
大
き

な
山
車
の
出
し
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
だ
そ
う
だ
。

コ
ー
ス
の
締
め
く
く
り
は
「
栃
木
市

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
ま
ち
の
駅
コ
エ
ド

市
場
」へ
。栃
木
産
と
ち
お
と
め
の
シ
ェ

イ
ク
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
歩
い
た
体
に
し

み
る
。

春
風
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
と

小
江
戸
の
街
を
歩
く

栃
木
市
は
、
家
康
の
没
後
、
朝
廷
か
ら
の
使
い
（
例れ
い

幣へ
い

使し

）
が
通
っ
た
宿
場
町
と
し
て
、

さ
ら
に
は
江
戸
と
の
舟
運
で
栄
え
た
問
屋
町
と
し
て「
北
関
東
の
商
都
」と
呼
ば
れ
た
街
。

今
は
「
蔵
の
街
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
起
伏
も
な
く
、
多
く
の
観
光
名
所
が
あ
る
た
め
、

景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
。

旅
栃木県栃木市
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